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いつも生徒玄関前には季節の装飾。大澤さんありがとう。 

  

道内のコロナ感染者の数が減りま

せん。北海道の「警戒ステージ」が２

８日に「レベル２」に上がりました。 

以前は、高齢者の感染者数が多かった

のですが、今では、若い年齢の感染者数が

多くなっています。それは、道内各地の学

校での学級・学校閉鎖の報道からも分かる

と思います。 

学校は、公共の場であり、集団生活の場

でもあります。今まで以上にひとりひとり

が出来ること（マスク着用・手洗い・換気）

を心がけましょう。 

 

 

朝の検温チェックでのお願い 
毎朝、生徒玄関で生活保健委員が行っている体温チェックですが、「家で計ってくるのを忘れた。」「計

ってきたけど、書いてくるのを忘れた。」と言う人が増えてきています。「警戒ステージ」が「レベル２」

に上がったことで、体調の悪い人は外出を控える。ということになっています。学校に登校したけれど、

体温が高いのでまたバスに乗って早退する。ということでは、通学途中で感染を広げてしまいかねませ

ん。毎朝、必ず家を出る前に体調をチェックしてください。 

また、一緒に住んでいる家族で発熱者がいた場合は、欠席してください。その際は、出席停止の扱いと

しますので、必ず学校へ連絡をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ０ 歳代以下の感染率が約７ 割  

若い世代の感染が広がる 

 

 

発熱とまではいかないが、家族の中で体調の悪い人がいた場合、「備考」欄に「妹が咳」「父の鼻水がひど

い」など、誰がどのように体調が悪いのかを記入してください。 
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これからの季節、寒

くて窓や扉を閉めが

ちですが、換気も大切

なコロナ対策のひと

つ。 

１時間の授業中、１回以上は換気をするように、教科担任の先生

方にお願いしています。 

暖房が入っていても、室温はどうしても下がってしまいます。換

気タイムも想定して、暖かい服装をしてきてください。（そろそろ女子はタイツシーズンです。） 

最後に… 

今や、誰がどこでどのタイミングで感染しても不思議ではありま

せん。（「市中
しちゅう

感染
かんせん

」と言われているものです）感染者やその家族に対

して差別や偏見を持つことはやめましょう。また、無責任に噂話を

SNS等に載せるのもやめましょう。 

 

１０月２３日（金）の北海道新聞の記事を抜粋したもので

す。 

１７日（土）の新聞記事では、小樽で発生した昼カラクラス

ターを分析した結果、感染者の８割がマスクを着用してい

なかったということが分かりました。 

マスクは感染防止に役立っています。 

スクールカウンセラーの楠

（くすのき）さんの来校日は、

２６日（水）１３：３０～です。

希望者は、保健室か担任の先

生まで申し出てください。 

もしも、発熱がずっと続いたり、いつもと体調が

明らかに違うときは、まずは、かかりつけの病院

に℡をして相談してください。 

コロナウイルス感染症が疑われる場合は、 

北海道新型ウイルス感染症健康相談センター 

０ ８ ０ ０ －２ ２ ２ －０ ０ １ ８ （フリーコール）へ 

感染症の予防方法や、症状、治療に関する疑問や

不安は、お住まいの各保健所（小樽市：0134-22-

3110）（倶知安：0136-23-1957 / 0136-23- 1951） 

へご相談ください。 


